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　里地里山は、農地や山林、集落が一体となった地域で、農林業の生産活動や薪炭資源の場、人々の生活の
場として、人の手が入ることによって長い時間をかけて形成されたものです。
　県では、里地里山の多面的機能の発揮と次世代への継承を図ることを目的に「神奈川県里地里山の保全、
再生及び活用の促進に関する条例」を制定し、平成20年４月より施行しています。
　また、条例第７条の規定に基づき、里地里山の保全等の促進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図
るため「かながわ里地里山保全等促進指針」を平成21年３月に策定しました。

　里地里山は、農林業の生産の場のみならず、良好な景
観の形成、生物の多様性の確保、災害の防止、生活文化
の伝承、情操のかん養、レクリエーションの場の提供な
どの多面的機能を発揮しており、その恵みは多くの県民
に享受されています。
　近年、産業構造や生活様式の変化、農家の高齢化、集
落の混住化等により、里地里山は適切な管理がされにく
くなっており、その多面的機能が失われつつある一方、
地域住民や市民団体等が里地里山へ関心を寄せ、その保
全、再生及び活用のための様々な取組を行うなどの活動が広がりを見せています。
　こうしたことを踏まえ、里地里山の多面的機能の発揮と次世代への継承を図るため、里地里山への県民の
関心と理解を深めるとともに、土地所有者や地域住民を主体とし、農林業の営みを尊重しつつ、多様な主体
が連携し、協働する取組の推進に向け、平成19年12月にこの条例を制定しました。

⑴　目的
　 　この条例は、里地里山の持つ「四季折々の風景」、「多様な生物を育む空間」、「生活文化の伝承の場」、「自
然とのふれあいの場」などの多面的機能の発揮と次世代への継承を図ることにより、県民の健康で心豊か
な生活の確保に寄与することを目的としています。
⑵　基本理念
　　この条例では、次の３つの基本理念に基づいて、里地里山の保全等を進めていくこととしています。

神奈川県里地里山の保全、再生及び活用の促進に関する条例の制定1

1  条例制定の背景

2  条例の概要
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⑶　内容
　ア　責務
　　　この条例では、里地里山の保全等に係わる主体の責務を次のように定めています。

県の責務 土地所有等の責務 県民の責務

　里地里山の保全等の促進について
指針を策定し、市町村と連携を図りな
がら、総合的な施策を実施する。

　里地里山の多面的機能についての
認識を深め、その保全等に努める。

　里地里山の多面的機能についての
理解を深め、土地所有者等や地域住
民と連携・協力して保全等の活動に
積極的に参加するよう努める。

　イ　里地里山保全等地域の選定
　　 　地域住民等の主体的な活動によりその保全等が図られると認められる里地里山の地域を、市町村から
の申出により、「里地里山保全等地域」として県が選定します。

 

　ウ　里地里山活動協定の認定
　　 　選定された「里地里山保全等地域」において保全等の活動を行う団体と土地所有者等との間で締結さ
れた「里地里山活動協定」が、里地里山の保全等に資すると認められるものであることやその活動が継
続的に行われると認められることなど一定の要件を満たす場合に、その協定を県が認定します。

活　動　の　一　例

　エ　活動の支援
　　 　県は、ウで認定した「里地里山活動協定」に基づいて行われる保全等の活動について、補助金の交付
等の支援を行います。

⑷　施行日
　　平成20年４月１日

相模原市城山町小松・城北里地里山保全等地域 秦野市名古木里地里山保全等地域

保全「農地での草刈り」 再生「復元した水田での田植え」 活用「小川での生き物調査」
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　県では、条例の目的の達成に向け、今後の本県における里地里山の保全等の促進に関する目標を示すとと
もに、その目標を達成するために条例で定めた基本理念にのっとって、県が取り組む施策の方向及び当該施
策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項を明らかにした「かながわ里地里山保全等促進指針」を
平成21年３月に策定しました。

　この指針では、かながわの里地里山のめざす姿を、様々な特色に彩られた里地里山が身近に存在し、県民
がその多面的機能の豊かな恵みに触れることにより、生き生きとした潤いのある生活を送ることができる
「人々に豊かな恵みと潤いを与え未来に引き継がれる里地里山」としています。

　県では、今後、この指針に基づき、かながわの里地里山のめざす姿の達成に向けて施策を展開していきます。
　具体的には、条例の基本理念を踏まえ、次の３つの方向で施策を推進することとしています。

かながわ里地里山保全等促進指針2

1  かながわの里地里山のめざす姿

2  施策の方向

里　の　力
～地域の人々に守られている里地里山～

ま ち の 力
～みんなに大切にされている里地里山～

里 の 世 話 人
～里地里山のコーディネート～

　里地里山は、地形や気候といった、その土地固有の自然と人とが共
生する中で形成されてきたものであり、人々の生活様式や農林業の営
みも、地域によって独特のものがあります。
　このため、「里」に住み、農林業を営み、その地域の特性などをよ
く理解し、地域に愛着を持つ人々を主体とした保全等の活動が推進さ
れるよう、必要な施策を講じます。

　里地里山の多面的機能のもたらす恵みは、「里」の人々だけではなく、
里地里山以外の「まち」の人々にも広く享受されています。
　このため、「まち」の人々の里地里山の多面的機能の重要性に対す
る理解を促進し、「まち」と「里」の人々とが相互に連携・協働した
保全等の取組が推進されるよう、必要な施策を講じます。

　里地里山の多面的機能を発揮させ、これを次世代へ継承していくた
めには、里地里山の保全等が息の長い継続的な活動として行われる必
要があります。
　このため、「里の力」や「まちの力」を十分に発揮させ、これらを
効果的に結び付け、保全等の活動が継続的なものとなるよう、必要な
施策を講じます。

棚田

子ども里地里山体験学校

活動団体の交流会
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